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要　　旨

　本研究では、国際教養学科で新カリキュラムを導入した2017年度入学生を対象

に、新たな枠組みと内容でスタートした英語関連科目に対するカリキュラム評価

とカリキュラム改善を目的に、「英語学習実態調査」を実施し、学習者要因に関

わる因子を抽出し、英語運用能力の指標となるTOEIC®（ITP）のテストスコア

との因果関係を調べた。その結果、学習者要因に関わる因子と授業科目特性に対

する親和性を示す有意な因子解を抽出することができた。また、抽出した因子の

下位尺度得点とTOEIC®との因果関係を検証したところ、英語運用に関する有能

因子や授業外学習因子がテストスコアと有意なプラスの因果関係を有しているこ

とが判明した。一方、新カリキュラムで位置づけられている英語コア科目に対す

る親和性を示す因子は、テストスコアに対し有意なマイナスの因果関係が存在す

ることが分かった。

　このことから、本研究では、国際教養学科の新カリキュラムに位置づけられて

いる英語コア科目群に関わるカリキュラム評価を行うとともに、カリキュラム改

善へ向けてなすべきことについての提言を行っている。

キーワード： 英語学習実態調査、学習者要因、カリキュラム評価、カリキュラム

改善

１．はじめに

　追手門学院大学国際教養学部国際教養学科では、2017年度入学生から新カリキュラムが導入さ

れている。その核となるコア科目として１年次に実施されるReading１・２、Writing１・２と

English for Qualification１・２、English for Conversation１・２の各クラスは、入学時のTOEIC 

Bridgeのテストスコアにより習熟度別クラス編成が行われ、１クラス20名程度の少人数クラスの授

業が展開されてきた。特に、English for Conversationクラスは、全クラスがネイティブ教員によ

るオール・イングリッシュの実践的英語運用のための授業として、また、English for Qualification
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クラスは、日本人教員による語彙力養成や文法基礎力の定着を目的としたTOEIC対策講座として

実施されてきた。

　本研究においては、2017年度から導入された新カリキュラム実施に伴うカリキュラム評価と、

2017年度の「特色ある研究奨励費制度」により採択された研究課題「追手門学院大学生を対象とし

たベーシック・イングリッシュによる英語運用能力を飛躍的に高めるための初年次統一英語教育カ

リキュラムの研究開発－追手門学院大学英語教育スタンダードの構築」（2017－2018年度）に関わ

る調査研究の一環として、新カリキュラム実施初年次となる2017年度に入学した国際教養学科生

150名を対象に英語学習実態調査を実施した。

２．現状と課題

　追手門学院大学国際教養学科の４年間の大学教育の基盤を形成する初年次教育における英語関連

科目は、学科のカリキュラムポリシーやディプロマポリシーの実現をはじめ、キャリア形成へ向け

てのスプリングボードとなることが期待されている。

　また、学部横断的に基盤教育機構が2019年度からの実施を予定している初年次基礎英語教育

（General Reading及びOral English）へ向けての基礎データを得ることは今後のカリキュラム開発

や授業指導等において重要な示唆を得ることができるものと考える。

　特に、中学校や高等学校での英語の学習内容や英語運用に関わる四技能をはじめとしたスキルが

十分に定着していない学生に対する適正処遇の在り方を検討することは、本学の共通基礎英語教育

をデザインする上で、喫緊の課題となる。石橋ら（2014）は、英語を専攻している日本人大学生を

対象に、授業外学習の内容とTOEICスコアによる言語習熟度との関係を調査し、言語習熟度高群

と低群との特性を明らかにしている。本学においても、BYOD（Bring Your Own Device）の全面

導入を目前に控え、授業外学習の推進と定着や習慣化を図ることは重要な教育課題である。

３．研究の目的

　本研究では、

　⑴ 　大学初年次生の英語学習の実態を、外国語学習者特性の枠組みを用いて明らかにすることが

その主たる目的である。

　さらに、

　⑵ 　特定することができた学習者特性を分析することにより、2017年度から全面実施している国

際教養学科の新カリキュラムの評価を行うとともに、

　⑶ 　2019年度から開始される全学共通の基礎英語教育のカリキュラム開発について示唆を得るこ

とを目的として、調査研究を行う。
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４．研究の方法

　本研究では、松宮（2008）が、大阪府立高校で文部科学省からスーパー・イングリッシュ・ラン

ゲージ・ハイスクールの指定を受けた高等学校を対象に実施した学習因子の形成と変容に関する研

究の枠組みを参考に、新カリキュラムで学んでいる追手門学院大学の国際教養学科の初年次生を対

象とした質問紙（英語学習実態調査票）を作成した。質問紙の作成に際しては、表１に示すように、

第二言語習得において外国語学習の成功を左右する最も重要な要因の一つである学習者要因（情意

要因）を特定するための枠組みを設定し、質問項目を配列した（資料１を参照)。

　作成した質問紙（資料１）は、外国語の教授・学習における交互作用を検証したり、形成される

学習因子を探索したりすることを目的に、学生の英語学習や学習者要因に関する情報を収集し、因

子分析や重回帰分析等の多変量解析を行うことを前提としたものであり、分析の対象となる各質問

項目の回答は５段階の多項選択形式（５段階評定尺度）によるプリコード法を用いた。英語学習実

態調査は、以下の要領で実施した。

表１：第二言語習得における学習者要因

⑴　調査対象

　追手門学院大学国際教養学科１年生146名（男子83名、女子63名）

⑵　実施時期

　2017年12月～2018年１月

⑶　実施方法

　コア必修科目として位置づけているReading２（秋学期）の授業で、専任の授業担当教員が質問

紙を配布し、英語学習実態調査実施の趣旨や注意事項を口頭で説明し、授業時間内の最後20分を用い

て質問紙調査を実施した。質問紙への回答は、直接質問紙の回答用スケールに記入を求めた。

　質問紙は調査終了後、担当教員が回収し、研究者に手渡された。
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⑷　分析の方法

　本研究が対象とする領域は、第二外国語習得に関わる教授・学習、学習者特性という多数の要因

が複雑に絡み合いながら、また、学習経験や時間の経過とともにその都度変容しながら形成される

複雑系の世界である。そこで本研究の分析においては、複数の変数間の関係性から学習者要因を追

究するために、より単純な構造を明らかにする。そのために、研究の対象である学習者要因を、一

定のモデルに当てはめたり、データを要約したり単純化したりすることができる多変量解析の手法

を採用することとした。

　そこで本研究の分析では、収集したデータの相関に基づくモデル構築（因子分析）や、学習者要

因と英語学習成績との因果関係を明確にするために、英語学習成績として外部指標であるTOEIC

のテストスコアと、内部指標であるGPAスコアをはじめとする成績データを用いて重回帰分析を

することとした。

５．結果と考察

⑴　英語学習実態調査に基づく探索的な学習者モデルの構築

　英語学習実態調査により収集したデータを精査し、因子分析を行った。因子分析に際し、分析手

法の適切性を確認するためにKMOおよびBartlettの検定を行った。その結果、因子分析の対象とす

るデータのKMOは、.736（Bartlettの球面性検定は１％水準で有意）を示し、因子分析を行うこと

の適切さが確認された。

　そこで、因子分析の対象となるデータ群を項目分析にかけ、天井効果やフロア効果等を含む除外

項目を特定した上で、最尤法による因子抽出を試みた。その結果、図１に示すスクリープロットか

ら、９因子解の抽出が可能であると判断し、Kaiserの正規化を伴うプロマックス回転による因子抽

出を行った。因子抽出に際しては、因子負荷量が.3以下の低い項目を除外しながら、因子の収束を

試みた。これにより、表１－１、１－２，１－３、１－４に示すとおり、９つの因子解を特定する

ことができた。なお、特定した９つの因子解による累積因子寄与率は、53.75％と満足できる説明

率を示していることが確認できた。

図１：最尤法による因子抽出

4



表１－１：因子分析結果(1)
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　次に、特定することができた９つの因子解を構成する項目群の内容的一貫性を検証するために、

クロンバックのα係数を算出した。その結果、表２に示すとおり、各因子解のα係数は、最も構成

項目数が多い第Ⅰ因子の.938から構成項目数が４と最も少ない第Ⅸ因子の.702と高い値が示された。

これにより、各因子解を構成している項目群の意味的解釈を行うことは妥当であると判断し、以下

のとおり各因子解のネーミングを行った。

　① 第Ⅰ因子を構成する18の項目群は、英語学習全般に関わる「自信」や「得意意識」を示すもの

としてまとまった解釈が可能であることから、「英語有能因子」と命名した。

　② 第Ⅱ因子を構成する11の項目群は、各種学習手段や学習方法の利用や活用に関する「役立ち

感」を示すものとして解釈することができることから、「英語学習有用因子」と命名した。

　③ 第Ⅲ因子を構成する12の項目群は、外国や異文化に対する興味や関心を示すものと、語彙や文

法等の英語学習内容に対する意識を示すものとして解釈することができるため、「異文化・英

語に対する興味・関心志向因子」と命名した。

　④ 第Ⅳ因子を構成する12の項目群は、英語学習における理解を促進するための各種方略等に関わ

る項目群であると解釈することができることから、「英語理解促進因子」と命名した。

　⑤ 第Ⅴ因子を構成する８つの項目群は、新カリキュラムに位置づけられているコア科目

（Reading，Writing）の授業に関する肯定的な評価尺度であると解釈することができること

表１－２：因子分析結果(2)
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表１－３：因子分析結果(3)
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表１－４：因子分析結果(4)

表２：各因子解のクロンバックのα係数

表３：９因子解の下位尺度得点間の相関関係

から、「コア科目（RW）志向因子」と命名した。

　⑥ 第Ⅵ因子を構成する６つの項目群は、予習や復習をはじめとした授業外学習に関わるものであ

ると解釈することができるため、「授業外学習因子」と命名した。

　⑦ 第Ⅶ因子を構成する４つの項目群は、新カリキュラムに位置づけられている外国人講師による
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コミュニケーションの授業に関わる肯定的な評価尺度であると解釈することができることから、

「コミュニケーション志向因子」と命名した。

　⑧ 第Ⅷ因子を構成する４つの項目群は、新カリキュラムに位置づけられているTOEIC対策講座

に対する肯定的な評価尺度であると解釈することができるため、「TOEIC対策志向因子」と命

名した。

　⑨ 第Ⅸ因子を構成する４つの項目群は、新カリキュラムで導入した習熟度別・能力別クラス編成

に関わる肯定的な評価尺度であると考えられるため、「能力別クラス志向因子」と命名した。

　因子分析により、解釈が可能な９つの因子解を特定することができたことから、各因子解を構成

する項目から下位尺度となる合成変数（平均値）を算出し、以降の分析を行うこととした。なお、

各下位尺度得点間の相関関係は表３に示すとおりである。表３から、第Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵの

各因子の下位尺度得点間においては、１％水準の相関関係が存在することが判明した。また、その

相関の程度は中程度のものであることが確認できた。

　因子分析により抽出することができた９因子解のうち、本研究の目的である新カリキュラムの評

価を行うために用いることができる４つの因子解（第Ⅴ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ因子）を特定することができ

たことは、意義深いことである。

⑵　英語学習成績指標と学習者要因との因果関係の検証

　カリキュラムの評価を行うとともに、今後のカリキュラム開発のために必要な知見を得るために、

英語学習成績と算出した下位尺度得点とを用いて重回帰分析を行うこととした。これにより、抽出

した各因子解と英語学習成績との要因間の因果関係や共変関係の有無と、その影響力の大きさや方

向を確認することにより、現行のカリキュラム展開の課題や今後のカリキュラム改編及び開発に関

わる重要な示唆が得られるものと考える。

　本分析において用いる英語学習成績の指標は、大学での日常の学習成績を代表する指標として内

部成績である①GPAスコアと、より客観性を高めるための外部指標として②TOEICのテストスコ

アを用いることとした。なお、内部成績のGPAについては、新カリキュラムの総合的な評価を行

うことができるよう、英語関連科目のみを抽出したスコアではなく、新カリキュラムで履修してい

る全科目の平均スコアを用いることとした。

　そのために、各下位尺度得点を説明変数とし、２つの成績指標をそれぞれ従属変数として強制投

入法による重回帰分析を行った。

　①GPAスコアによる分析結果

　 　GPAスコアを従属変数、下位尺度得点を説明変数として実施した重回帰分析の結果を表４に

示す。その結果、決定係数Ｒ2は.140で、0.5％水準で有意となった。これにより、説明変数全体

9追手門学院大学国際教養学科の初年次生を対象とした英語学習実態調査―新カリキュラムの評価を目的として ―



が従属変数を説明する度合いは低いものの、当てはまりの良い回帰式が導き出されたものと判断

することができる。

　 　特に、新カリキュラムの学習成績に有意なプラスの影響（.357）を及ぼしている要因が、「授

業外学習因子」であることから、授業外学習、特に、家庭学習の時間を十分に確保させるための

教授・学習方略の在り方を検討し、実施することが喫緊の課題であることが窺える。

　 　また、有意ではないものの、10％レベルでの有意傾向が窺える要因として、「コア科目

（RW）志向因子」がある。この項目は、新カリキュラムの特色の一つである科目群に対する評

価指標として用いることができるものである。決定係数は小さい（Ｒ2＝.176）ものの、標準化

係数がマイナスの値となっている。

　 　このねじれ現象が何に起因しているのかということを追究することは、カリキュラムの改編や

開発において重要な示唆を得ることができるものと考える。

　②TOEICスコアによる分析結果

　 　外部指標として用いるTOEICスコアを従属変数、下位尺度得点を説明変数として実施した重

回帰分析の結果を表５に示す。

表５：TOEICスコアと下位尺度得点による重回帰分析の結果

表４：GPAスコアと下位尺度得点による重回帰分析の結果
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　 　この結果、決定係数Ｒ2は.212で、0.1％水準で有意となった。これにより、説明変数全体が従

属変数を説明する度合いは全科目を含むGPAの結果と比較すると1.5倍程度高くなってはいるも

のの、低いレベルに止まっている。しかし、回帰式の当てはまりの良さは十分高いことが判明し

た。

　 　英語学習成果の指標として使用したTOEICスコアによる分析から、３つの因子との有意な因

果関係が存在することが明らかとなった。TOEICスコアに対する影響力が最も大きくなってい

るのが「英語有能因子」で、Ｒ2は.339（１％水準で有意）と一定レベル以上のプラスの影響を

及ぼしていることが判明した。次に影響力のある因子は、「コア科目（RW）志向因子」で、Ｒ2

は.306（１％水準で有意）であることが分かった。しかし、GPAを用いた分析結と同様に、決

定係数はネガティブを示していることが判明した。３つ目の要因として、「能力別クラス志向因

子」が、他の２因子よりもＲ2は.283（１％水準で有意）と、その影響の度合いが若干低くなっ

てはいるものの、TOEICスコアとの間に、有意なプラス方向への因果関係があることが確認で

きた。

　 　特に、新カリキュラムの展開に関わるコア科目と能力別クラス編成という２つの要因との因果

関係が確認できたことと、コア科目に関する因子がTOEICスコアとネガティブな関係にあるこ

とは、今後のカリキュラム編成へ向けて考察する必要がある。

　③第Ⅴ因子「コア科目（RW）志向因子」の特性

　 　学習成績を従属変数、下位尺度得点を説明変数として実施した重回帰分析の結果、学習成績に

有意でネガティブな影響を及ぼしている要因として第Ⅴ因子「コア科目（RW）志向因子」を特

定した。第Ⅴ因子は、新カリキュラムのコア科目群に対するポジティブな志向性を表すものとし

て定義することができた因子である。従って、英語学習成績をはじめとする学習成果にはプラス

方向の因果関係が期待される因子である。しかし、重回帰分析の結果、英語学習成績に有意なマ

イナス方向の因果関係が認められた。また、その影響の大きさはＲ2＝.306と、小さなものでは

ないことが判明した。

　 　そこで、第Ⅴ因子の特性を追求するため、調査対象者を学習成績に基づき３つのグループに分

け、より精緻な分析を行うこととした。

　ⅰ）TOEICテストスコアによるGMP分析の結果

　　 　TOEICのテストスコアのヒストグラムから、調査対象者をＧ群（成績上位グループ)、Ｍ

群（成績中位グループ)、Ｐ群（成績下位グループ）の３つにグループ化し、グループ毎に重

回帰分析を実施し、第Ⅴ因子とTOEICスコアとの因果関係を探った。その結果、第Ⅴ因子と

の５％水準で有意な弱い（Ｒ2＝.333）因果関係の存在が確認できたのは、Ｍ群（成績中位グ

ループ）のみであった（表６)。
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　ⅱ）GPAスコアによるGMP分析の結果

　　 　次に、学習全般の成果指標となるGPAスコアのヒストグラムに基づき、調査対象集団を３

つのグループ（Ｇ群：成績上位群、Ｍ群：成績中位群、Ｐ群：成績下位群）に分類した。この

分類に基づき、重回帰分析を実施した結果、第Ⅴ因子との有意な因果関係が認められたのは、

Ｍ群（成績中位群）のみであった。

　　 　Ｍ群においては、第Ⅰ因子「英語有能因子」と第Ⅲ因子「異文化・英語に対する興味・関

心志向因子」が、学習成績に有意なプラス方向の影響を及ぼしていることが判明した。しか

し、第Ⅴ因子は、TOEICのテストスコアを指標として行った分析結果同様に、学習成績に対

し、有意でネガティブな因果関係を有していることが確認できた（表７)。

表７：GPAスコアＭ群（成績中位グループ）の重回帰分析結果

　　 　また、有意とはならなかったものの、Ｇ群及びＰ群において、第Ⅴ因子が学習成績へ及ぼす

影響の方向を確認してみると、TOEICスコアで分類したＧ群が.011という極めて小さなレベ

ルでネガティブな数値が示された例を除き、すべてポジティブな数値として示されている。

　　 　これらの分析結果から、Ｍ群（成績中位群）のみが第Ⅴ因子について特異な特性を有してい

る可能性があることが推察された。

　　 　次に、第Ⅴ因子の特性を探究するために、第Ⅴ因子得点と学習成績の因果関係を分析した。

そのため、第Ⅴ因子を構成する質問項目から算出した下位尺度得点のヒストグラムに基づき、

表６：TOEICスコアＭ群（成績中位グループ）の重回帰分析結果
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調査対象集団を３つのグループ（Ｇ群：成績上位群、Ｍ群：成績中位群、Ｐ群：成績下位群）

に分類した。なお、第Ⅴ因子得点群間のTOEICスコア及びGPAスコアの平均値の差を検定し

たが、どの組み合わせにおいても有意差は確認できなかった。

　ⅲ）第Ⅴ因子得点と学習成績（TOEIC）の因果関係

　　 　TOEICスコアを従属変数とした重回帰分析の結果、有意な回帰式を得ることができたのは

Ｐ群（ｐ＝.004，１％水準で有意）を対象とした分析のみであったため、Ｇ群とＭ群の結果考

察については参考程度にとどめる。

　　 　５％水準で有意な因果関係を示す回帰式を得ることができたのは、第Ⅴ因子「コア科目

（RW）志向因子」に対し低い評価を行ったグループである。Ｐ群では、第Ⅰ、Ⅱ、Ⅶ、Ⅸ因

子がTOEICの成績にプラス方向で弱い因果関係（.343＜β＜.376）があることが確認できた。

これらの因子に共通している特性は、コミュニケーション活動を中心とした言語学習活動に対

する肯定的な態度や志向性であることから、新カリキュラムで実施しているコア科目（RW）

の学習内容や学習方法が従来の「読解」学習や「和文英訳」演習に近い形態で展開されている

可能性が、また、そのような学習形態や学習内容に対し、受講生が興味・関心を高めることが

できていない可能性があることが示唆されていると考えられる（表８)。

表８：第Ⅴ因子Ｐ群のTOEICスコアと因子下位得点との重回帰分析の結果

　　 　また、Ｇ群においては、TOEICスコアと授業外学習に対する親和性を示す第Ⅵ因子との間

に５％水準で有意なプラス方向への因果関係が存在することが確認できた。Ｇ群は従来型の英

語学習方略に高い親和性を示しているグループであることから判断し、授業外学習と英語学習

成績との因果関係が成立することは合理的であると判断することができる。

　　 　次に、Ｍ群においては、TOEICスコアとコア科目に対する志向性を示す第Ⅴ因子との間に、

５％水準で有意なマイナス方向への弱い因果関係（β＝－.292）が存在することが確認できた。

このことから、Ｍ群においては、従来型の英語学習に対する親和性は英語学習成績にはプラス

に働いていない可能性があることが判明した。
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　ⅳ）第Ⅴ因子得点と学習成績（GPA）の因果関係

　　 　GPAスコアを従属変数とした重回帰分析の結果、どの群とも５％水準以下の有意な回帰式

を得ることができなかったが、Ｇ群はｐ＝.068と10％未満の有意水準を示し、有意傾向がある

ものとして、一定の考察を加えることとした。

　　 　Ｇ群では、全般的な学習成績の総括指標となるGPAスコアと授業外学習に対する志向性を

示す第Ⅵ因子との間に、１％水準で中程度以上（β＝.610）の因果関係が存在することが判明

した。すなわち、従来型の英語学習に対する親和性が高い学習者で、授業外学習に対する志向

性のある学習者は大学での全般的な科目の履修成績が有意に高くなる可能性があることが示さ

れているものと考えられる。

６．結果と考察のまとめ

⑴　授業外学習に関する示唆

　国際教養学科初年次生を対象とした英語学習実態調査の分析から、新カリキュラムを評価するた

めの有意な９つの因子解を抽出することができた。また、これらの因子解は、今後追手門学院大学

初年次基礎英語教育のカリキュラムを構築する上でも重要な示唆となることが期待される。

　特に学習成績と有意なプラス方向への因果関係を確認することができた「授業外学習」に関わる

要因の存在は、授業デザインやカリキュラム開発を行う上で、単なる「課題」の設定だけではなく、

具体的なタスクの設定・遂行・評価や、個人、ペアー、グループ等の多様な授業外学習形態の展開、

さらには、授業内容や授業内活動との有機的リンクや意味づけといったものが問われてくる。

⑵　新カリキュラムの評価

　2017年度から導入された国際教養学科の新カリキュラムにおいて、そのコア科目として位置づ

けられているReading、Writing、English for Qualification、及び、外国人講師によるEnglish for 

Conversationの科目群は、それぞれ固有の因子解として特定することができた。

　また、新カリキュラムの導入に合わせ実施している能力別（習熟度別）クラス編成に関わる固有

の因子解も抽出することができた。

　このことから、各科目の担当教員は、各科目の特性が、受講生に一定レベル理解される程度、授

業内容やその展開方法、及び、評価方法等を科目特性に応じ工夫していることが窺える。しかし、

重回帰分析の結果から、TOEIC対策として位置づけているEnglish for Qualificationが、TOEIC

のテストスコアに有意に寄与していない可能性があること等が窺えた。また、ReadingやWriting

のコア科目に対する志向因子は、TOEICスコアとネガティブで有意な因果関係があることが判明

した。

　このことから、ReadingやWritingの授業内容や授業展開方法等と、外部指標として用いた
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TOEIC形式のテスト指標とのマッチングが十分図られていない可能性があることが窺えた。

７．課題と今後の展望

⑴　課　　題

　本研究で用いた英語学習実態調査の質問紙は、英語学習に特化したものであり、国際教養学科と

いう学科特性から、１年次生が履修している英語関連科目の占有率が70％を占めてはいるものの、

総括的成績指標であるGPAスコア（図２）を成績指標の一つとして用い、データ分析を行い考察

することには問題が残されている。なお、調査対象者の直接的な英語運用能力指標としてTOEIC

のテストスコア（図３）を用いた分析・考察においては、一定レベル以上の妥当性や信頼性が得ら

れているものと考える。

図２：2017年度入学生の2017年度累積GPA 図３：2017年度入学生のTOEICスコア（12月)

⑵　今後の展望

　新カリキュラムのReadingとWritingの授業特性に関わる第Ⅴ因子が、英語学習成績指標として

用いたTOEICスコアと、マイナスの有意な因果関係を示していることが確認できたことは興味深

い。本研究ではその構造を一部明らかにすることを試みたが、今後その原因を追及することは、当

該科目の授業改善や担当教員のFD研修等において有益な示唆が得られるものと考える。

　学習者特性にもよるが、accuracy（正確さ）やusage（用法）を求める「英語読解」型授業や

「和文英訳」型授業に対する親和性の高い学習者と、fluency（流暢さ）やuse（活用）を求めるコ

ミュニケーション活動を中心とした集団の中で学び合う「ソーシャル・ラーニング」型に対する親

和性の高い学習者等の多様な特性、能力、経験等の学習者要因に幅広く対応し、カリキュラムポリ

シーの実現を図ることができる教授・学習方略を研究開発することが期待される。
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